
【第 20 回アジア競技大会（愛知・名古屋）新体操 個人総合予選】 

 

開催日：2026 年 10 月 1 日 

開催地：名古屋市総合体育館（レインボーホール） 

 

【大会概要】 

32 年ぶりの日本開催となった本大会の新体操競技には、アジア新体操選手権大会で出場資

格を獲得した個人 23 名、団体 10 か国が参加している。今大会から新たに団体総合が加わ

り、個人・団体ともに予選と決勝で総合順位を競う。 

 

日本からは個人総合に喜田未来乃選手、鈴木菜巴選手が出場し、団体総合にはフェアリージ

ャパンが出場する。日本代表選手たちは、自国で大規模な国際総合競技大会を迎える喜びと、

多くの期待を背負う緊張感の中で準備を重ねてきた。国内の皆さまに演技を届けられる貴

重な機会であり、世界選手権とはまた異なる思いを持って大会に臨んだ。 

 

個人競技には、今年の世界選手権で個人総合決勝 6 位の Akmaral YEREKESHEVA（カザフ

スタン）、10 位の Qi WANG（中国）、13 位の Takhmina IKROMOVA（ウズベキスタン）、

15 位の Zilu WANG （中国）など、世界の上位で戦う選手が出場した。アジア勢の存在感が

世界の舞台でも増す中、高い技術力と演技の完成度が求められる予選となった。 

会場はドーム型で、フロア上方には強い照明が数多く配置されている。公式練習から、手具

の軌道や距離感、受けのタイミングをつかむことに苦労し、普段の感覚とのずれに戸惑う選

手の姿が見られた。本番でも各国の選手に大きなミスが見られ、会場環境に対応しながら 4

種目を安定してまとめる難しさが表れた。 

 

10 月 1 日は個人総合予選が行われ、フープ、ボール、クラブ、リボンの 4 種目を 1 日で実

施し、合計得点による上位 10 名が決勝へ進出した。 

 

【個人：喜田未来乃】 

予選総合 8 位（4 種目合計得点：102.100）※決勝進出 

 

《フープ》 

得点：27.700（DB 8.40／DA 3.80／A 7.90／E 7.60） 

喜田選手は 4 種目の中で最も緊張を感じていたと振り返ったが、正確に実施するための技

術のポイントを意識し、練習で培ってきた力を発揮することができた。 

冒頭の投げでは、緊張が身体の動きに表れ、普段のタイミングで投げられなかったことで、

予定していた受けを実施できず、0.4 点分の追加価値を取り切れなかった。その後はリズム



を崩すことなく、投げ受けや身体難度を比較的安定して実施し、4 種目の中で最も高い得点

を獲得した。 

 

《ボール》 

得点：24.550（DB 5.90／DA 3.80／A 7.80／E 7.05） 

フープと比較して身体の軸が不安定となり、狙った位置に投げられず、ボールを追いながら

演技を続ける場面が多く見られた。その中でも音楽の表現を意識し、比較的冷静に対応して

いたが、移動が重なったことで、演技全体の力強さを十分に出し切れなかった。 

最後の前方投げのリスクでは、身体全体を使い切れず、手先で投げる形となり、落下につな

がった。本人もコントロールの難しさを感じており、体幹を保ちながら投げの方向とタイミ

ングを安定させることが課題となった。 

 

《クラブ》 

得点：23.200（DB 6.70／DA 3.00／A 7.25／E 6.30／減点 0.05） 

入場時から表情に硬さが見られ、演技開始直後の投げでは不安から躊躇が生じ、不正確な投

げとなった。その軌道への対応とシェネの速度がかみ合わず、受けまでの動作をまとめ切れ

ずに落下につながった。 

普段の練習では少ない種類のミスであったこともあり、立て直しに時間を要した。その後も

技術のポイントを整理し切れないまま動く様子が見られ、手に持っていたクラブを落とす場

面もあった。後半は徐々に自分の動きを取り戻したが、冒頭のミスの影響が続き、得点を伸

ばし切れなかった。 

 

《リボン》 

得点：26.650（DB 7.40／DA 3.90／A 7.85／E 7.55／減点 0.05） 

クラブでのミスから気持ちを切り替え、疲労がある中でも本番前の調整を丁寧に行い、自信

を持つリボンに臨んだ。 

二つ目の足投げのリスクでは、身体の動きが先行し、リボンをうまく踏めない場面があった

が、すぐにやり直し、演技終了まで動きの強さを保ちながら果敢に挑戦し続けた。一方、ロ

ーテーションのドゥバンでは脚の位置を十分に保ち切れず、身体難度の正確性に課題が残っ

た。最終種目で一定の落ち着きを取り戻し、決勝進出につなげた。 

 

大切なのは、緊張をなくすことではなく、緊張の中でも自分の心身の状態を把握し、必要な

調整を行いながら、持っている技術を発揮することである。その力を養うためには、日々の

練習で調子や気持ちの変化と向き合い、うまくできた時も、できなかった時も、その要因を

振り返ることが必要となる。どのような意識や準備が安定した実施につながるのか、試行錯

誤を重ね、一日一日の練習を本番で力を発揮するための学びへとつなげていくことが重要



である。 

 

会場から寄せられた温かい声援は、ミスの後も気持ちをつなぎ、最後まで演技に向き合う支

えとなった。今回の決勝進出は、同じ会場で再び 4 種目に挑戦できる貴重な機会である。応

援してくださる皆さまへの感謝を胸に、予選で得た経験を生かして準備を整え、技術のポイ

ントに集中しながら、より完成度の高い演技を目指したい。 

 

【個人：鈴木菜巴】 

予選総合 14 位（4 種目合計得点：95.450） 

 

《フープ》 

得点：24.500（DB 6.80／DA 3.30／A 7.50／E 6.90） 

ポディウム練習を通して、身体の動きや手具操作の確認・修正を着実に進めることができた。

照明など会場環境への適応には若干の不安が残っていたものの、初種目に向けては、挑戦す

る姿勢を持ちながらも無理をせず、状況に応じて冷静に判断することを確認し、準備を整え

てフロアへ向かった。 

冒頭は落ち着いて丁寧に実施できていたが、後半のバランス中の転がしでは軸が不安定と

なり、フープを待ち切れず、その場で落下した。続くリスクでも投げが前方へずれ、回転を

伴う受けを回避した。さらに、スケールバランスでは軸回しが滑り、難度が不成立となった。

終盤は音楽に追われ、予定していた受けを変更したことで追加価値を取り切れず、得点を伸

ばし切れなかった。 

 

《ボール》 

得点：24.400（DB 5.80／DA 3.80／A 7.45／E 7.35） 

フープから短時間での準備となったが、前種目のミスを引きずることなく、気持ちを切り替

えて演技に臨んだ。 

冒頭の前転シリーズでは、手具の動きに粘り強く対応し、落下を防いだ。一方、スケールバ

ランスでの突き返しでは静止を保てず、予定していた D の価値を取り切れなかった。演技

全体を通して対応を求められる場面が続いたが、会場を包む大きな声援に支えられ、最後ま

で踊り切ろうとする強い意志が見られた。 

 

《クラブ》 

得点：23.200（DB 6.60／DA 3.20／A 7.40／E 6.05／減点 0.05） 

冒頭の DA は一つひとつ丁寧に実施していたものの、MG バランスでは身体の軸に乗り切

れず、手具操作にも不正確さが見られた。 

見せ場となる脚受けのリスクでは、前日の練習で照明が目に入り、クラブを見失ったことを



踏まえ、本番では急遽方向を変更して対応した。その後も集中力を切らさず、演技をつなご

うとしていたが、その後の二つ目のリスクで投げの軌道がわずかにずれ、落下につながった。

本来最も得意とする種目で力を発揮し切れず、悔しさの残る内容となった。 

 

《リボン》 

得点：23.350（DB 5.90／DA 3.50／A 7.20／E 6.80／減点 0.05） 

スケールバランスでは、慎重になりすぎたためかリボンが足に絡まり、練習では見られなか

ったミスが生じた。リスクでは投げが大きくなり、スティックに届かず落下した。手具の取

り戻しと立て直しに時間を要したため、続くバランスの実施を見送り、音楽に合わせて構成

を調整しながら演技を進めた。 

最後まで自身のリズムを十分に取り戻すことができず、本来の力を出し切れない、苦しく悔

しさの残る演技となった。 

 

鈴木選手は予選総合 14 位で、今大会の競技を終えた。4 種目を通して目指していた演技を

十分に実施することができず、決勝進出には届かなかった。準備段階で確認・修正してきた

技術を本番で再現し切れなかったことは、今後に向けて受け止めるべき課題である。 

一方で、ミスが続く苦しい状況でも、種目ごとに気持ちを切り替え、最後まで演技をつなぎ、

踊り切ろうとする姿勢が見られた。会場から途切れることなく送られた温かい声援は、苦し

い場面で気持ちを支え、演技を続ける大きな力となった。 

今回の結果を今後の成長につなげるためにも、本番で発揮できた力と課題を丁寧に振り返

り、会場環境に応じた調整や、ミス後の立て直しを含め、日々の練習と準備に生かしていく

必要がある。選手と指導者がともに取り組み、持っている力を確実に発揮できる状態をつく

っていきたい。 

自国開催の舞台で感じた悔しさと、多くの方々に支えていただいた経験を、次への力に変え

ていきたい。最後まで温かい声援を送ってくださった皆さまに感謝し、鈴木選手の持ち味で

ある技術と表現力を十分に発揮できるよう、次の舞台に向けて歩みを進めていく。 


